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              斐川地区人権教室をしました 
１月２４日（水）の３校時に１・２年生，４校時に３年生が「斐川地区人

権教室」をしました。この学習に斐川地区の人権擁護委員の方が４名お越

しになり，人権について考える学習をしました。 

はじめに，人権について考えるにあたって，３つの質問をされました。

１つ目は「自分には良いところ，すてきなところがありますか？」，２つ

目は「友達には良いところ，すてきなところがありますか？」，３つ目は

「自分と友達の違うところが分かりますか？」という質問です。自分の良

いところを知っている人は，自分を大事にできます。友達の良いところを

知っている人は，相手を大事にできます。そして，地球上に自分と全く同

じ人はいませんが，みんな大事な命をもっていることと，自分にも友達に

も必ず良いところがあることは同じです。擁護委員の方のお話を聞いて，

違いがわかることの大切さに気づき，自分も友達も大切にする気持ちをし

っかりともってほしいと思いました。 

お話の後は，ブラックライト紙芝居「花さき山」と，大型絵本「命のま

つり」を見ました。子どもたちは，きれいな絵だけでなく，お話の内容に

も興味を持って聞いていました。後の感想では，お話を聞いて分かったことに加え，２年生は前日に行った

「バースデープロジェクト」と関連付けて，命の大切さやつながりについても感想を述べていました。 

 

なわとび集会をしました 

１月２４日（水）に４～６年生，２６日（金）に１～３年生がなわとび集会

をしました。種目は「持久跳び」と「８の字跳び」です。目標タイムや目標回

数に向けて，これまで体育の時間や休み時間を使って練習をしてきました。雪

が降るとても寒い中での集会でしたが，みんな寒さに負けず，一生懸命がんば

って跳んだり，友達を応援したりしていました。 

 

               ３年しめ縄作り 
１月３１日（水）に，3 年生は総合的な学習の時間で，出東のじまんを探す

ために「しめ縄作り」を体験しました。講師に，出東地区にお住まいの錦織さ

んに来ていただき，出東と出雲大社のしめ縄の関係をお話ししていただき，

その後，実際にしめ縄を作る体験をしました。 

出雲大社のしめ縄は，その大きさから全国的にも有名ですが，そのしめ縄

を 160 年前の元治元年（1864 年）から出東地区で作って奉納しているそうで

す。奉納時期は，大正７年までは９月９日，昭和５０年代までは５月２日ご

ろ，現在では４月末ごろで，毎年 16 軒が順番で当家（とうや）を務めている

そうです。出雲大社御本殿のしめ縄は，真菰（まこも）という植物を使って作

ることや，出雲大社のお社の話など，興味深い話をたくさん聞かせてもらいま

した。 

しめ縄作り体験は，数人のグループで力を合わせて作業をしました。とても

大きくて太いしめ縄ができ，子どもたちは，とても喜んでいました。 

夢と希望にあふれる学校 
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大谷選手からの寄贈グローブ 
１月末に，出雲市教育委員会から「大谷選手からの寄贈グローブ」が届きました。本校は，前週月曜日から

各学級を１日ずつ回して，見たり使ったりします。その後は，体育館使用日の順番で子ども達が使うことにし

ています。 

先日からこのグローブについて様々な報道がされていますが，大谷選手の望みは，子ども達に使ってほしい

ことにあると思います。ボロボロになるまで使ってくれることが，一番うれしいのではないでしょうか？今後，

子ども達がグローブをつけてキャッチボールをする姿が見られることを期待しています。ただ，「ボロボロに

なるまで使う」と言っても，雑な使い方や乱暴な使い方でボロボロにしてしまうのは，大谷選手の本意とはか

け離れています。一流アスリートは道具を大切にします。どんな道具でも大切に使うことを，子ども達に伝え

ていくことが必要です。道具や持ち物を大切にすることを，このような機会を通して指導していきたいと思い

ます。 

 

 

                             沖洲小学校 編 
今号では，「沖洲小学校」の歴史についてお伝えします。   ※出典「出東小学校開校百周年記念誌」 

★沖洲小学校 
①開校まで 

 沖洲天満宮宮司の足立鈴雄氏の私塾が前身。寺子屋的なものであったと思われる。 

②開校から統合まで 

  明治７年９月６日  第２３中学区１２９番沖洲小学校として開校。 

            ・沖洲と中洲２村で維持。 

            ・足立鈴雄氏が３等助教として指導。 

            ・足立鈴雄氏宅が校舎 児童数は約３０人。 

  明治１５年４月   三分市小学校沖洲分校となる。 

  明治１８年９月   沖洲三ツ久保に校地を造成，校舎を建設。 

  明治２０年６月   第５番学区沖洲簡易小学校となる（修学年限３年）。 

  明治２２年４月   出東村が発足，第６番学区出東第２簡易小学校となる。 

  明治２５年９月   簡易科廃止，出東村沖洲尋常小学校となる。 

  明治３０年１月   校舎増築。 

  明治４３年６月   校舎増築。 

  大正 ４年８月   宿直室新築。 

  大正 ４年12月   御真影奉蔵庫建設。 

  大正１３年３月    三分市・沖洲両校を合併， 

出東村尋常小学校となる。 

（児童数：約６５０人）。 
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沖洲小学校開校の地 

（沖洲天満宮宮司 足立眞司氏宅） 

 

沖洲小学校校舎跡地 

   （美容室メイビ付近） 

(日下部鳴鶴 書 植田元吉郎 寄贈) 

「詩経」鶴鳴篇  

「他山の石 以て玉を攻く（みがく）べし」による 


